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めざす子ども像(15歳の姿)石川小・中学校や地域に誇りと感謝をもつ生徒

弘前市の玄関口を清掃する
ボランティア(地域貢献)を行いました

10月16日(火)、剣道部、文化部、音楽部が合同でボランティア清掃を行い、陸奥新報に取り上

げられました。(10月21日〈日〉版、下の写真は太田奈菜子先生撮影)

この活動は、年に１回「小中合同ボランティア」として行っていましたが、「弘前市の南玄関

口」のゴミの状況がひどいので、４月～１０月に、「小中合同ボランティア」も含めて中学校の

部活動単位での活動とＰＴＡ環境整備の活動を組み合わせて、１ヶ月に１回程度行うこととしま

した。実施時期は、弘前市に観光客がたくさん訪れる「弘前さくらまつり」「弘前ねぷたまつり」

「弘前城菊と紅葉まつり」の開期

とも重ねることとし、弘前・石川

への地域貢献の一環として、今年

度から行っています。

「玄関口」の安全地帯にはコン

ビニの駐車場に停車できない大型

トラックが毎日のように駐車し休

憩しています。マナーの善くない

ドライバーが捨てたと思われる空き缶(ビール含む)、ペットボトル(焼酎含む)、弁当の空容器、

煙草の吸い殻、ダンボールなどが散乱しているという状況です。

このことについて、「子供達を支援する会」(会長：工藤良憲氏〈石川〉)会員の松橋武史市議

に御相談申し上げたところ、「新聞社に取り上げてもらった方がよい」という助言を受け、また、

頑張ってボランティア活動をし

ている子どもたちの自己有用感

とボランティア意識をさらに高

めるために、陸奥新報に取り上

げてもらうことにしました。

捨てられているビールの空き缶



小中合同交通安全キャンペーンを実施
10月17日(水)、恒例となった小中合同交通安全キャンペーンが、

石川駐在所並びに石川地区交通安全協会の協力の下に行われまし

た。小中学生約１５名が交通安全の願いを込めて作ったマスコッ

ト(「無事かえる君・思いやりんごちゃん」）とチラシを、「サンフェ

スタいしかわ」を訪

れるお客さんに配り

ながら交通安全を呼

びかけました。

今年は１００人以上に配布することができました。

充実したキャンペーンとなり、地域に貢献すること

ができました。

「小中一貫ＣＳだより№29」でも紹介し

ましたが、左のような発表会が開かれます。

弘前市の目指す小中一貫教育に関する取組、

コミュニティ・スクールに関する取組を授

業という形で公開します。現在のところ弘

前市内小・中学校教員約60名、教育委員会

等関係者約30が参加する予定です。保護者

の方、学校運営協議会委員・地域コーディ

ネーター、学童健全育成協議会委員の方に

は既に案内を差し上げていますが、広く地

域に公開しますので、興味・関心のある方

は小・中学校教頭にご連絡くださるようお

願いいたします。

11月10日（土）、第17回青森県中学校総合

文化祭（２日目）が弘前市民会館で行われ

ます。舞台発表の郷土芸能部門で大沢獅子

舞保存会の獅子踊が発表されます。（10時

より）参観は可能ですので、日頃から練習

に一生懸命取り組み、貴

重な郷土芸能の伝承を通

じて地域に貢献している

中学生４人に大きな拍手

が沢山あれば幸いです。

マスコット「思いやりんごちゃん」「無事かえる君」


